





























































　これを受けて社会福祉士養成教育は “ カリキュラム ”
と“実習・演習科目のあり方”、そして“実習指導の時間”
の質の担保・標準化を計ることが検討された。ここでは、













































































































































































































































































































































指針について（平成 20 年３月 28 日、19 文科高第 918 号、
厚生労働省社援発第 0328002 号）」からの引用である。
註４：社会福祉士養成は 2009 年４月から新カリキュラムに移行
し、それに伴う実習指導者の要件は、2012 年３月末日で
その経過措置が終了している。
註５：区分の「指導○」及び「実習」は授業科目名の略である。
例えば、「指導Ⅰ」の新カリキュラムでの授業科目名は「社
会福祉実習指導Ⅰ」である。
註６：本学の主な実習分野は児童福祉分野、高齢者福祉分野、障
害者福祉分野及び地域福祉分野である。
註７：実習には履修要件があり、その確認は指導Ⅱ冒頭で行うた
め、配属機関は指導Ⅰでは仮決定とし、指導Ⅱで正式な
決定となる。
林信治・伊藤秀樹・吉村美由紀（2012）「実習生の実習先分野の
決定に関するアンケート調査報告」未公表
吉村美由紀・林信治・伊藤秀樹（2012）「社会福祉実習における
実習生アンケート調査報告」未公表
